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ン
パ
ウ
ロ
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
住
民
と
警
察
が
信
頼

関
係
を
強
化
し
、
地
域
の
安
全
を
連
携
し
て
守
っ
て
い

く
こ
の
取
り
組
み
は
、
中
南
米
各
国
か
ら
も
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
で
２
５
０
万
人
と
い
わ
れ
る
日
系
人
の
う
ち
、

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
は
１
４
０
万
人
を
超
え
ま
す
。
そ
の

う
ち
30
万
人
以
上
が
、
現
在
、
日
本
で
就
労
・
就
学
し

て
お
り
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
地
球
の
反
対
側
な
が
ら

「
遠
く
て
近
い
」
関
係
に
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
ブ
ラ

ジ
ル
移
住
は
１
９
９
０
年
代
半
ば
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
前
身
の
時
代
か
ら
、
移
住
者
の
生
活

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
10
カ
所
の
学
生
寮
建
設
に
よ
る
移
住
者
子
弟
の

教
育
機
会
の
確
保
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
交
通
機
関
の

発
達
も
あ
り
、
多
く
の
学
生
寮
が
そ
の
役
割
を
終
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
南
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
学
生
寮

は
現
在
、「
児
童
労
働
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）」

※
３
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
は
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が
始

ま
り
１
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
日
系
人
は
人

口
の
１
％
に
も
満
た
な
い
数
で
す
が
、
農
業
、
工
学
、

医
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し

た
日
系
人
技
術
者
の
協
力
を
得
て
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ

へ
の
南
南
協
力
を
進
め
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
は

今
日
も
は
や
支
援
の
対
象
で
は
な
く
、
国
際
協
力
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
国
境
を
越
え
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
1
近
年
経
済
成
長
が
著
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国

の
英
語
頭
文
字
を
合
わ
せ
た
４
カ
国
の
総
称
。

※
2
人
々
が
健
康
を
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
改
善
で
き
る
よ
う
に
な

る
ア
プ
ロ
ー
チ
。

※
3
児
童
労
働
防
止
・
撲
滅
の
た
め
に
、
児
童
労
働
撲
滅
国
際
計
画

（
I
P
E
C
）、
国
連
児
童
基
金（
U
N
I
C
E
F
）、
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
省

の
共
同
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
子
ど
も
の
教
育
と
家
族

の
所
得
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

球
温
暖
化
へ
の
関
心
が
集
ま
る
今
日
、
世
界

最
大
の
熱
帯
雨
林
ア
マ
ゾ
ン
を
有
し
、
話
題

の
バ
イ
オ
燃
料
も
30
年
近
く
前
か
ら
実
用
化
す
る
な
ど
、

環
境
面
で
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
※
１
を
構
成
す
る
新
興
経
済
大
国
で
す
が
、
そ

の
一
方
で
国
内
の
経
済
格
差
は
大
き
く
、
不
均
衡
な
社

会
経
済
構
造
に
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
暮
ら
す
確
か
な
収

入
も
な
い
人
々
に「
木
を
切
る
な
」と
言
う
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
す
れ
ば
森
と
と
も
に
安
定
し
て
暮
ら
せ
る
か
」
を

彼
ら
と
共
に
考
え
、
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
雨
林
を
中
心
と
し

た
環
境
管
理
や
天
然
資
源
の
持
続
的
利
用
に
有
効
な
モ

デ
ル
を
確
立
し
よ
う
と
、
長
年
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
「
ア
マ
パ
州
氾
濫
原
に
お
け

る
森
林
資
源
持
続
的
利
用
計
画
」
で
す
。
違
法
に
切
ら

れ
た
熱
帯
雨
林
は
、
闇
市
場
で
買
い
た
た
か
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
、ア
マ
ゾ
ン

河
岸
住
民
の
能
力
強
化
と
組
織
化
を
図
り
、合
法
的
で
自

然
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
伐
採
に
よ
っ
て
人
々
の
収
入

を
よ
り
安
定
さ
せ
、
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の

発
展
と
多
様
化
を
支
え
て
き
た
日
系
人
が
ア
グ
ロ
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

環
境
分
野
以
外
で
は
、
最
も
貧
し
い
東
北
地
域
を
拠

点
に
住
民
と
自
治
体
の
能
力
強
化
を
通
じ
て
生
活
向
上

を
図
る
「
東
北
ブ
ラ
ジ
ル
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
実
施
中
で
す
。世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の

提
唱
す
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
※
２

に
本
格
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
交
番
制
度
を
導
入
・
確
立
す
る
「
地

域
警
察
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
南
米
最
大
の
都
市
サ
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地
球
温
暖
化
や
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
環
境

分
野
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
環
境
に
加
え
、
貧

困
削
減
や
治
安
維
持
な
ど
の
分
野
で
、
人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
に
立

っ
た
協
力
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

自
然
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

よ
り
良
い
暮
ら
し
を

JICAの支援で造られた移住者子弟の学生寮が、PETIにより、子どもたちが放課後に集まるシェルターとし
て活用されている。日系人の若者がスタッフとして活動しているせいか、訪問したときに子どもたちが「こん
にちは。ありがとう」と日本語で話し掛けてくれた
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